
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る

支
配
、
そ
し
て
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
終
結
の
１
９
７
５
年
ま

で
、
多
民
族
国
家
ベ
ト
ナ
ム
の
人
民

は
、
数
々
の
内
乱
と
国
際
戦
争
に
悩

ま
さ
れ
た
辛
い
歴
史
を
背
負
っ
て
き

た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
30
年
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
カ
ン
ボ

ジ
ア
侵
攻
を
考
え
る
と
、
今
の
平
和

な
社
会
は
未
だ
16
年
ほ
ど
の
ご
く
最

近
の
こ
と
で
あ
る
。

人
々
が
、
国
際
社
会
の
中
で
何
を

感
じ
、
何
を
考
え
て
い
る
か
、
私
の

想
像
を
超
え
た
社
会
で
あ
る
。
街
に

は
、
バ
イ
ク
がc

れ
ん
ば
か
り
。
こ

の
怒
濤
の
よ
う
な
バ
イ
ク
の
流
れ
に
、

一
方
向
へ
の
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
勢
い
を
感
じ
る
。
科
学
技
術
省
、

国
家
知
的
財
産
権
庁
、
著
作
権
庁
、

人
民
委
員
会
、
ど
こ
の
役
所
を
訪
ね

て
も
、
皆
が
同
じ
こ
と
を
言
う
。
一

方
向
に
流
れ
る
バ
イ
ク
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
似
て
い
る
気
が
す
る
。
私
は
、

こ
の
勢
い
の
あ
る
成
長
感
が
大
好
き

で
あ
る
。ホ

ー
チ
ミ
ン
法
律
大
学
に

客
員
教
授
と
し
て
招

か
れ
、
２
０
０
５
年
７
月
23
日
か
ら

８
月
20
日
ま
で
、
約
１
カ
月
間
、
ジ

ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
日

本
研
究
客
員
教
授
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
、
現
地
の
知
的
財
産
教
育
に

参
加
し
て
き
た
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
法
律
大
学
は
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
終
結
後
、
87
年
に
設
立
さ

れ
た
ハ
ノ
イ
法
律
大
学
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
分
校
と
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
大
学
の
法

学
部
と
の
合
併
に
よ
り
、
96
年
に
設

立
さ
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
唯
一
の
法

律
専
門
大
学
で
あ
り
、
社
会
科
学
分

野
の
教
育
研
究
に
お
い
て
全
国

的
な
評
価
を
得
て
い
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
中

心
部
に
あ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
の
社
会
、
金
融
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
中
心
地
か
ら
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
に
位
置
し
、
臨
場
感
を
持
っ
た
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
毎
年
、
２
５

０
０
名
を
超
え
る
新
入
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
卒
業
生
は
ベ
ト
ナ
ム
の

法
曹
界
、
警
察
、
行
政
お
よ
び
民
間

企
業
へ
の
就
職
の
登
竜
門
と
な
っ
て

い
る
。

私
は
、
大
学
ま
で
歩
け
る
距
離
に

あ
る
ホ
テ
ル
・
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
宿
と
し
て
毎
日
大
学
ま
で
通
い
、

「
日
本
の
知
的
財
産
権
法：

特
許
と

執
行
」
と
題
す
る
科
目
の
教
鞭
を
と

っ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
法
律
大
学
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
と
研

究
教
育
交
流
を
続
け
て
き
て
い

る
が
、
日
本
か
ら
は
初
め

て
の
客
員
教
授
と
い
う

こ
と
で
、
初
日
の
授

業
は
、
フ
ッ
ク
副

学
長
、
人
民
委
員

会
科
学
技
術
部
の

チ
ュ
ラ
ン
グ
次

長
、
在
ホ
ー
チ
ミ

ン
日
本
国
総
領
事

館
の
坪
田
副
領
事

の
ご
挨
拶
に
よ
り
、

遠近　8
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フ
ォ
ー
マ
ル
な
儀
式
を
も
っ
て
開
始

さ
れ
た
。毎

朝
８
時
30
分
か
ら
授

業
が
始
ま
る
。
受

講
生
は
、
大
半
が
法
律
事
務
所
の
弁

護
士
、
ス
タ
ッ
フ
、
人
民
委
員
会
科

学
技
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
、
社
会
人
経

験
を
有
す
る
実
務
家
で
あ
る
。
ホ
ー

チ
ミ
ン
法
律
大
学
は
、
国
家
知
的
財

産
権
庁
よ
り
委
託
を
受
け
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
了
者
に
対
し
て
知
的
財
産
プ

ロ
グ
ラ
ム
履
修
証
明
を
発
行
し
て
い

る
。
こ
の
証
明
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
知

的
財
産
権
法
の
実
務
に
携
わ
る
知
的

財
産
権
代
理
人
に
対
し
て
要
求
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
７
カ
月
間
の
集
中

講
義
か
ら
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
で

は
唯
一
の
知
的
財
産
権
専
門
家
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
私
の
授
業
も
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
あ
っ
た
。

講
義
内
容
は
、
知
的
財
産
学
習
の

進
め
方
、
企
業
の
知
的
財
産
部
の
役

割
、
具
体
的
活
動
な
ど
か
ら
始
ま
り
、

日
本
の
知
的
財
産
制
度
の
歴
史
と
重

大
発
明
、
日
本
の
知
的
財
産
行
政
の

変
遷
、
発
明
振
興
と
保
護
教
育
啓
蒙

の
役
割
、
知
的
財
産
権
法
の
法
体
系

の
概
要
、
発
明
の
把
握
と
特
許
明
細

書
の
書
き
方
、
特
許
請
求
の
範
囲
の

記
載
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
。
講
義
は
英
語
で
行
な
っ

た
。
大
学
の
講
師
や
国
際
部
の
ス
タ

ッ
フ
が
交
替
で
、
私
の
英
語
を
ベ
ト

ナ
ム
語
に
通
訳
し
て
く
れ
た
。
私
な

り
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
を
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
さ
て
、
ど

こ
ま
で
成
果
が

上
が
っ
た
か
は
、

今
後
の
推
移
を

見
る
こ
と
と
し

た
い
。

ベ
ト
ナ
ム
は
、

今
年
中
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
へ
の
加
盟
に

向
け
て
必
要
な

法
制
度
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

知
的
財
産
に
関

す
る
法
律
も
、

こ
れ
ま
で
の
民
法
の
中
の
一
部
の
条

文
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
新
た

に
独
立
し
た
知
的
財
産
関
係
法
案
の

準
備
を
完
了
し
て
お
り
、
年
内
に
は
、

議
会
を
通
過
す
べ
く
最
終
の
詰
め
に

入
っ
た
模
様
で
あ
る
。
新
法
の
施
行

に
向
け
て
、
産
業
界
、
法
曹
界
、
教

育
機
関
で
の
説
明
会
な
ど
、
新
制
度

の
普
及
・
啓
蒙
は
、
国
を
挙
げ
て
の

重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
の
産
業
界
の
ベ
ト
ナ

ム
進
出
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
に
来
て

見
直
し
が
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
い
て
知
的
財
産
を
適
切
に
保

護
す
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
成
功

事
例
お
よ
び

制
度
運
営
の

考
え
方
を
普

及
し
て
お
く

こ
と
も
き
わ

め
て
重
要
で

あ
り
、
今
回

の
知
的
財
産

に
関
す
る
日

本
研
究
客
員

教
授
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
継
続
性
を
も
っ
て
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

私
の
滞
在
中
、
い
ろ
い

ろ
面
倒
を
み
て
く
だ

さ
っ
た
大
学
の
教
員
と
ス
タ
ッ
フ
に
、

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
心
温
ま
る
理
念
、
価
値
観
、
繊

細
さ
は
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
。

人
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
限
界
が
な

い
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
な
気
が
す
る
。

私
の
研
究
室
に
も
海
外
か
ら
の
研
究

者
が
い
る
が
、
私
が
ど
れ
だ
け
心
を

こ
め
て
誠
心
誠
意
尽
く
す
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
、
反
省
す
べ
き
こ
と
し

か
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
約
１
カ
月
間

の
短
い
滞
在
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
計
り
知
れ
な
い

複
雑
な
心
と
触
れ
合
え
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

８
月
19
日
の
夜
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
空

港
に
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
方
々
と

涙
の
別
れ
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
飛
行
機
の
座
席
に
着
き
、
ま
た

皆
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
自
然
と
涙

がZ

を
つ
た
う
。
翌
朝
、
成
田
空
港

に
着
き
、
空
港
か
ら
自
宅
に
向
か
う

成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
中
で
、
窓
越

し
に
一
人
、
ま
た
目
を
潤
ま
せ
、
息

が
詰
ま
る
。
残
酷
で
過
酷
な
時
代
に

終
焉
を
告
げ
、
悲
し
い
出
来
事
に
涙

を
こ
ら
え
、
力
強
く
国
づ
く
り
に
励

む
ベ
ト
ナ
ム
人
の
心
に
感
動
し
、
教

え
に
行
っ
た
つ
も
り
が
、
実
に
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
帰
っ
て
き
た
。
貴

重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
う
。a
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